
  北海道情報化農業ニュース 
           北海道における持続的な農業の発展のための情報技術の活用促進 

              およびその健全な普及を図る。 

号外  2013．6．13 
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◇◆道総研ランチタイムセミナー「おひるの科学」の開催◆◇ 
 
 「地方独立行政法人 北海道立総合研究機構（略称：道総研）」では、道総研がもつ知見や成果について道民の皆様
の理解を深めていただくため、身近な話題をテーマにしたセミナーを開催しています。 

 第 35回のセミナーは、次のとおりです。ぜひご来場ください。 

 

■日時：平成 25年 6月 21日（金）12:05～12:55 

 

■会場：道庁本庁舎１階交流広場（札幌市中央区北３条西６丁目） 
 

■テーマ：「ゆめぴりか」おいしさの秘密 ～でんぷんでお米を科学する～ 

◇講演者 

   農業研究本部 上川農業試験場 主査 五十嵐 俊成 氏 

◇内容 

 かつて北海道米は、本州米に比べて食味が劣っていました。それは、ご飯のおいしさに貢献する５つの要素(味、香り、
外観、テクスチャー、温度)のうち、テクスチャーが劣っていたためです。テクスチャーは粘りや硬さなどの物理的な性質で、
米の主成分であるでんぷんと密接に関わっています。 

 近年育成された「ゆめぴりか」は、適度な粘り気、甘み、やわらかさを兼ね備えた日本を代表する極良食味品種です。 

 今回のランチタイムセミナーではご飯のおいしさをでんぷんから科学的に解説します。 

 

※お食事等は用意しておりませんが、会場内での飲食は可能です（なお、テーブルはありませんので御了承ください）。 

※会場には駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 

▼詳細についてはこちらをご覧ください 

 http://www.hro.or.jp/event/lunch/ 

☆地方独立行政法人北海道立総合研究機構(011)747-2790 
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